
ー’一 ー ー … 前月比 
男 	23,698 	(+18) 

世帯数 ］6,443 	(+15) 
(1月31 Fl現在 住民基本台帳） 
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人口と世帯 

毎
号
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す
。
 

菊
ケ
丘
運
動
公
園
と
広
大
な

津
軽
平
野
を
悠
々
と
流
れ
る
岩

木
川
の
自
然
を
活
用
し
、
市
民

が
雪
と
親
し
み
な
が
ら
北
国
の

冬
を
楽
し
く
過
ご
す
機
会
を
設

け
、
活
力
あ
る
地
域
社
会
づ
く

り
を
目
的
と
す
る
 
「第
二
十
一
一

回
ご
し
ょ
が
わ
ら
冬
フ
エ
ス
テ

ィ
バ
ル
」
 
が二
月
九

・
十
・
十

一
の
三
日
間
、
菊
ケ
丘
運
動
公

園
と
市
民
文
化
会
館
を
主
会
場

に
開
か
れ
、
大
勢
の
親
子
づ
れ

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
（
関
連
記

事
は
四
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
 

ト
，
 

遊
ほ
う
《
 

ー
書
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ー
 

雪にタイヤをとられながら、タイムを競った第 1回マウンテンバイク・クロスカントリー大会 

シンホルマーク 
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瓜報

毎
月
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す
。

シンボルマーワ

ヨ
と
遊
ぼ
う
A
-

ー
包
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
|

雪にタイヤをとられながら、タイムを競った第1回マウンテンバイク・クロスカントリー大会

菊
ケ
丘
運
動
公
開
と
広
大
な

濯
粍
市
「
肝
を
悠
々
と
流
れ
る
宕

木
川
の
門
然
を
活
用
し
、
市
民

が
で
と
親
し
み
な
か
ら
北
岡
の

冬
を
楽
し
く
過
ご
す
機
会
を
設

け
、
活
力
あ
る
地
域
社
会
守
つ
く

り
を
門
的
と
す
る
「
第
て
ト
二

同
ご
し
ょ
が
わ
ら
冬
フ

ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」
が
二
月
九
・
卜
・
卜

一
の
三
日
間
、
菊
ケ
丘
運
動
公

閑
と
市
民
文
化
会
防
を
主
会
場

に
閃
か
れ
、
大
勢
の
税
子
づ
れ

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。(
関
述
記

事
は
四
ペ
ー
ジ
に
伺
故
)

前月比

男 23.698 (+18) 

女 26.414 (+ 5) 

計 50.112 (十23) 

111 帯数 16 .443 (+15) 

( 1 Jl31 n現/ド 住民基本台帳)

人口と世帯
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［
小
さ
な世
界
都
市
」
目指
す
 

総
合
開
発
審
議
会
が
答
申
 

市
の
平
成
三
年
度
文
化
奨
励
賞
・
ス
ポー
ツ
賞
の
授
与
式
が

ニ
月
＋
五
日
午
後
一
一
時か
ら
市
中
央
公
民
館
に
お
よ
そ
一一
百
人

が
出
席
し
て
行
わ
れ
、
個
人
百
一
人
と
三
十
一
一
団体
に
授
与
さ

れ
ま
し
た
。
授
与
式
で
は
初
め
に
阿
部
祥
吾
市
教
育
委
員
長
と

釜
蒐
裕
市
教
育
長
が
賞
状
と
メ
ダ
ル
を
手
渡
し
た
あ
と
、
阿
部

市
教
育
委
員
長
が
「
本
日
の
受
賞
を
契
機
と
し
て
よ
り
一
層
研

さ
ん
に
励
ん
で
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
次
い
で
佐
々
木
楽
造

市
長
、
泉
谷
正
志
市
議
会
議
長
が
お
祝
い
の
言
葉
を
述べ
、
ま

た
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
松
島
小
六
年
の
小
田
桐
ひ
と
み
さ
ん
、
 

五
一
中
三
年
の
渡
辺
将
人
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
の
感
想
を
述

べ
ま
し
た
。
 

賞状を受ける受賞者 

広報ごしょがわら 

五
所
川
原
市
総
合
開
発審
議

会
（
川
口
亀
十
郎
会
長
）
は
一
一

月
十
七
日
、「2
1世
紀
五
所
川
原

市
総
合
開
発
計
画
（
案）」
 
につ

い
て
佐
々
木
市
長
に
答
申
し
ま

し
た
。
 

ニ
1
1は
、
市
が
長
期
的
な
ま
 
 

ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
同
計

画
に
つ
い
て
昨
年
三
月
、
市
議

会
議
員
や
各
種
団
体
代
表
、学

識
経
験
者
等
五
十
人
で
構
成
す

る
開
発
審
議
会
に
諮
問
し
て
い

た
も
の
で
す
。
 

こ
の
日
は
、
委
員
、
市
関
係
 
 

者
ら
約
六
十
人
が
出
席
し
、
川

口
会
長
が
答
申
内
容
を
読
み
ト

げ
、
佐
々
木
市
長
に手
渡
し
ま

し
た
。
 

こ
れ
に
対
し
佐
々
木
市
長
は
 

「2
1世
紀
の
都
市
像
を
つ
く
る

上
で
不
可
欠
の
計
画
で
す
。
三

月
議
会
に
提
案
し
、
実
現
の
た

め
最
大
限
の
努
力
を
し
て
い

く
」
 
と
お礼
を
述
べ
ま
し
た
。
 

「構
想
」
では
、
真
に
豊
か
な

都
市
づ
く
り
を
す
る
た
め
に
、
 

国
際
社
会
の
進
展
に
むけ
た
様

々
な
国
家
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

受
け
皿
を
当
市
に
築
く
展
開
方

法
と
し
て
の
「
小
さ
な
世
界
都

市
づ
く
り
」
を
目
指
す
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。
そ
の
基
本
像
と

し
て
、「生
活
」
「健
康
」
「教
育
」
 

「福
祉
」
 
と
いう
四
つ
の
生
涯

政
策
が
充
実
し
た
社
会
を
掲
げ

て
い
ま
す
。
 

ま
た
、実
現
の
方
策
と
し
て
、
 

十
九
項
月
に
わ
た
る
重
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
提
案
。
目
標
年
次

の
二
〇
一
一
年
には
、
人
口
八

万
を
達
成
す
る
将
来
像
を
描
い

て
い
ま
す
。
 

平
成
三
年
度
の
文
化
奨励
賞
 

・

個
人
は
、
書
道
で
六
回
受
賞

の
長
尾
千
穂
子
さ
ん
（
木
造
高

三
年
）
ら
二十

一
人
が受
賞
、団

体
は
五
所
川
盾答
唱
団
が
受
賞
、
 

ま
た
、
特
別
賞
と
し
て
地
域
の

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長

を
願
い
、昭
和
五
十
六
年
から
、
 

毎
年
夏
休
み
中
に
、
元
町
八
幡

宮
境
内
で
、
読
書
な
ど
多
彩
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
活
動
を
続
け

て
い
る
、
五
所
川
原
子
ど
も
の

森
読
書
会
が
受
賞
し
ま
し
た
。
 

ス
ポ
ー
ッ
功
労
者
賞
は
、野

球
を
通
じ
て
青
少
年
の
健
全
育

成
に
尽
く
さ
れ
た
三
E
智
保
さ

ん
（
6
3）
と
、
県
銃
剣
道
連
盟

北
五
支
部
設
立
を
企
画
し
、
青

少
年
銃
剣
道
の
普
及
に尽
く
さ

れ
た
工
藤
常
四
郎
さ
ん
（
7
1)
 

の
二
人
が
受
賞
。
 

ス
ポ
ー
ッ
指
導
者
賞
は
、
五

所
川
原
弓
道
会
理
事
と
し
て
自

己
研
さ
ん
に
精
進
す
る
か
た
わ

ら
、
弓
道
の
普
及
発
展
に
努
め

て
い
る
新
岡
重
利
さ
ん
（
5
9)
 

（第754号）② 平成 4 年（1992年）3 月1日 

佐々木市長（左）に答申書を手渡す川口会長（右） 

,
 

(第754号)@

「小
さ
な
世
界
都
市
」
目
指
す

総
合
開
発
審
議
会
が
答
申

冗
所
川
原
市
総
合
開
発
帯
議

会

(
川
円
他
卜
郎
会
長
)
は
二

川
ト
七
日
、
「
幻
叶
一
紀
五
所
川
原

市
総
合
開
発
計
両
(
案
)
」
に
つ

い
て
佐
々
木
市
長
に
作
巾
し
ま

し
た
。

ち
a

つ
く
り
の
指
針
と
な
る
同
社

両
に
つ
い
て
昨
年
〈
川
、

市
議

会
議

μ
や
各
相
川
体
代
炎
、
学

識
経
験
』
引
等
五
十
人
で
構
成
す

る
開
発
・
市
議
会
に
諮
問
し
て
い

た
も
の
で
す
。

こ
の
日
は
、
委

U
、
市
関
係

れ
は
、
市
が
長
則
的
な
ま

広報ごしょがわら

ま&

平成4年(1992年)3月1日

) 
佐々木市長(左)に答申書を手渡す川口会長(右)

行
ら
約
六
卜
人
が
山
町
し
、
川

ハ
会
長
が
作
小
内
符
を
読
み
『いし

げ
、
休
々
木
市
長
に
子
波
し
ま

し
た
。こ
れ
に
付
し
佐
々
木
市
長
は

「担
問
紀
の
仰
い
巾
像
を
つ
く
る

上
で
不
可
欠
の比
一川州
で
す
。
・
1

川
議
会
に
提
案
し
、
夫
削
引
の
た

め
円
以
大
限
の
努
力
を
し
て
い

く
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

「梢
忽
」
で
は
、

山
(に
刊
は
か
な

剛山市
つ
く
り
を
す
る
た
め
に
、

間
際
社
会
の
進
展
に
む
け
た
峨

々
な
同
家
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

受
け
肌
を
当
市
に
築
く
展
開
方

法
と
し
て
の
「
小
さ
な
快
界剛山

市
守
つ
く
り
」
を
日
指
す
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。
そ
の
指
木
像
と

し
て
、「
生
活
」
「
健
康
」
「教
育
」

「制
祉
」
と
い
う
川
つ
の
乍
搾

政
策
が
充
実
し
た
社
会
を
掲
げ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
実
現
の
万
策
と
し
て
、

卜
九
項
同
に
わ
た
る
竜
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
提
案
。
円
標
年
次

の
二
O
て

年
に
は
、
人
口
八

万
を
達
成
す
る
将
来
像
を
描
い

て
い
ま
す
。

市
の
平
成
三
年
度
文
化
奨
励
賞
・
ス
ポ
ー
ツ
賞
の
授
与
式
が

二
月
十
五
日
午
後
二
時
か
ら
市
中
央
公
民
館
に
お
よ
そ
二
百
人

が
出
席
し
て
行
わ
れ
、
個
人
百
一
人
と
三
十
二
団
体
に
授
与
さ

れ
ま
し
た
。
授
与
式
で
は
初
め
に
阿
部
祥
吾
市
教
育
委
員
長
と

釜
惹
裕
市
教
育
長
が
賞
状
と
メ
ダ
ル
を
手
渡
し
た
あ
と
、
阿
部

市
教
育
委
員
長
が

「本
日
の
受
賞
を
契
機
と
し
て
よ
り
一
層
研

さ
ん
に
励
ん
で
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
次
い
で
佐
々
木
鍛
造

市
長
、
泉
谷
正
志
市
議
会
議
長
が
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
、
ま

た
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
松
島
小
六
年
の
小
田
桐
ひ
と
み
さ
ん
、

五
一
中
三
年
の
渡
辺
将
人
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
の
感
想
を
述

べ
ま
し
た
。

市「成
一」A
年
度
の
文
化
奨
励
賞

・
個
人
は
、
佐
川
道
で
六
川
受
穴

の
長
尼
千
穂
子
さ
ん

(木
造

ι

一一A
年
)
ら
二
卜

一
人
が
受
賞
、
同

体
は
五
所
川
史
品
問
、
が
受
穴
、

ま
た
、
特
別
賞
と
し
て
地
域
の

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長

を
願
い、
昭
和
尺
卜
六
年
か
ら
、

毎
年
夏
休
み
小
に
、
必
町
八
附

山
境
内
で
、
説
叫
円
いな
ど
多
彩
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
情
動
を
続
け

て
い
る
、
五
所
川
原
子
ど
も
の

森
抗
弁
会
が
受
賞
し
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
功
労
行
賞
は、

肝

球
を
通
じ
て
中
日
少
年
の
健
全
育

成
に
尽
く
さ
れ
た
一て
上
刊
似
さ

ん
(
臼
)
と
、
県
銃
剣
道
述
叩

北
互
支
部
設
な
を
企
同
し
、
庁

少
年
銃
剣
道
の
汗
及
に
は
、
く
さ

れ
た
工
藤
常
川
郎
さ
ん

(円
)

の
二
人
が
受
賞
。

ス
ポ
ー
ツ
指
将
兵
賞
は
、
任

所
川
原
弓
道
会
珂
事
と
し
て
向

己
研
さ
ん
に
村
進
す
る
か
た
わ

ら
、
可
道
の
芹
及
発
展
に
努
め

て
い
る
新
問
主
利
さ
ん

(印
)

賞状を受ける受賞者



他
二
名
が
受
け
、
ス
ポ
ー
ッ
奨

励
賞
が
個
人
二
十
六
人
、十
一
一

団
体
が
受
賞
し
て
い
ま
す
。
 

ス
ポ
ー
ソ
賞
は
、
個
人
が
丘
 

＠
個
人
 

◇
書
道
 
長
尾
千
穂
子

（
木造

高
三
年
）
、小
坂
紗
智
子
、
太
田

聡
美
、
佐
々
木
一
恵
（以
上
松

島
小
五
年
）
、
小
田
桐
ひ
と
み
（
同

六
年
）
、太
田
幸
代
（
同
三
年
）
、
 

小
田
桐
里
名
子

（
同四
年
）
、寺

田
有
希
（
五
一
中
一
一
年
）
 

◇
感
想
文
 
小
野
文
子
（
鶴
ケ

岡
小
四
年
）
、野
宮
秋
美
（
五「
1
 

中
一
一
年
）
 

◇
囲
碁
 
堀
内
清
美
、嶋
野
勝

彦
（
以
上
日
本
棋
院
五
所
川
原

支
部
）
 

◇
将
棋
 
鎌
田
隆輝

（日
本
将

棋
連
盟
五
所
川
原
支
部
）
 

＠
功
労
者
賞
 
三
上
智
保
（
野

球
協
会
）
、工
藤
常
四
郎

（
銃剣

道
協
会
）
 

⑥
指
導
者
賞
 
新
岡
重
利

（
弓

道
会
）
、平
山
洋
一
 
（バ
レ
ー
ボ
 

ー
ル
協
会
）
、工
藤
勇
蔵

（
銃剣

道
協
会
）
 

十
四
人
、
十
八
団
体
と
な
っ
て

い
ま
す
。
 

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

（敬
称
略
）
 

◇
短
歌
 
開
米
フ
ヂ
ェ
 
尻
所

川
原
短
歌
会
）
、山
谷
久
子
、
市

田
勝
一
郎
（以
上
津
軽
ァ
ス
ナ

ロ
短
歌
会
）
 

◇
珠
算
 
山
本
美
幸
（
木造
高

三
年
）
、
中
谷
あ
ゆ
み
（
同二
年
）
、
 

◇
放
送
 
佐
藤
優
美

（
木造
高

一
一年
）
 

◇
川
柳
 
菊
池
富
美
雄
、
封
馬

堅
一
 
（
以
上
川
柳
岩
木
吟
社
）
 

⑥
団
体
 

◇
合
唱
 
五
所
川
原
合
唱
団
 

（笹
昭
夫
他
四
十
一
名
）
 

⑥
特
別
賞
 

◇
読
書
 
五
所
川
原
子
ど
も
の

森
読
書
会
 

ス
ポ

ー
ツ
 

奨
 
励
 
賞
 

⑥
個
人
 

◇
卓
球
 
神
健
介
、
渡
辺
将
人
 

（
以上
五
一
中
三
年
）
、斎
藤
五

月
、
坂
本
哲
己

（
同二
年
）
、福
 
 

田
美
加
子
（
同
一
年
）
、笹
森
崇

充

（
七ツ
館
小
四
年
）
、成
田
理

恵
、
土
岐
和
也
（
同
二
年
）
 

◇
柔
道
 
古
川
晶
子
（
五

一
中

一
年
）
、一
戸
早蔚
（
五
三
虫
一一

年
）
、松
野
雄
大
（飯
詰
小
四
年
）
、
 

工
藤
祐
司

（
栄小
五
年
）
、木
村

雄
太
（
松
島
小
三
年
）
、葛
西
隆

次
（
五
小
四
年
）
、
太
田
康
博
（
中

央
小
六
年
）
 

◇
陸
上
 
高
橋
朋
子

（
五
一
中

三
年
）
、小
田
桐
淳

（
五三
中
一

年
）
、斎
藤
友
紀

（同
二
年
）
、
 

戸
美
穂
（同
三
年
）
、
笠
井
哲
史
、
 

成
田
絵
美
（以
上
栄
小
六
年
）
、
 

秋
元
敏
宏
（
松
島
小
六
年
）
 

◇
相
撲
 
江
良
司

（
毘沙
門
小

三
年
）
 

◇
少
林
寺
拳
法
 
斎
藤
康
啓
 

（
栄小
三
年
）
、高
橋
勲

（
松
島

小
三
年
）
 

◇
銃
剣
道
 
高
谷
佳
果

（
栄小

三
年
）
 

＠
団
体
 

五
一
中
女
子
陸
上
部
（
芹
川
春

美
ほ
か
五
名
）
、五
三
中
同
（
田

端
慶
子
ほ
か
七
名
）
、鶴
ケ
岡
小
 

（
渡辺
真
理
ほ
か
四
名
）
、五
小

女
子
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
（
竹ケ
原
呉
海
ほ
か
十
四
名
）
 

南
小
男
子
同
（
川
村
敏
広
ほ
か

十
四
名
）
、五
一
中
女
子
卓
球
部
 

（
古川
史
子
ほ
か
十
名
）
、五
一
 
 中

男
子
同

（
渡辺
将
人
ほ
か
九

名
）
、南
小
同
（
江
良
和
彦
ほ
か

三
名
）
、五
所
川
原
柔
道
少
年
団
 

（
木村
龍
也
ほ
か
十
名
）
、五
」
一

中
柔
道
部
（
工
藤
隆
弘ほ
か
八

名
）
、剛
柔
館
藤
田
道
場
（
一
戸

早
血
側
ほ
か七
名
）
、一
野
坪
小
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
（
福
士和

寿
美
ほ
か
八
名
）
 

⑥
五
回
受
賞
 
五
一
中
女
子
陸

上
部
 

・

、
。■
、
 

r

【1
ー
 

・

一
【ノ
 

、
，
J
"
I
 

回
個
人
 

◇
卓
球
 
冨
田
華
子
（
東
女
高

三
年
）
、上
原
薫

（同
二
年
）
、笹

森
恵

（
山
田高
三
年
）
、藤
森
達

也

（
木造
高
三
年
）
、尾
崎
健
太

郎
、
斎
藤
修
平
（
同
二
年
）
 

◇
陸
上
 
安
田
信
昭
、
佐
藤
寛

保
（
以
上
陸
上
協
会
）
、森
紀
彦
 

（
木造
高
二
年
）
、
小
野
純
裕
（同

三
年
）
、白
戸
慶
喜

（
五
商高
一
一

年
）
 

◇
相
撲
 
葛
西
二
三
彦
（
五
農

高
教
員
）
、小
笠
原
満
昭
（
同
一
一

年
）
、千
葉
行
誠
、棟
方
孝
雄
（同

一
年
）
 

◇
弓
道
 
工
藤
誠
一
（
弓道
会
）
 

◇
庭
球
 
飯
塚
展

（
弘H
高
教

員
）
、工
藤
利
男
（
五
工
高
教
員
）
 

成
田
道
雄
、
須
藤
み
ほ
、
山
川
 
 

博
子
、
白
戸
淳
子
（
以
上
庭
球

協
会
）
 

◇
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
 
秋
田
真
一
、
 

成
田
友
也
、
三
浦
真
史
、
原
哲

也

（以
上
五
工
高
三
年
）
 

◇
少
林
寺
拳
法
 棟
方
昭
二
（少

林
寺
拳
法
協
会
）
、長
尾
め
ぐ
み
 

（
五
一
高
一
年
）
、千
葉
祐
一
、
 

葛
西
尚
人

（
以
上
同二
年
）
、岩

川
昌
生
、
葛
西
伊
織
、井
上
忍
、
 

川
瀬
美
加
子
（
以
上
同
三
年
）
、
 

野
呂
直
美

（
五
工高

一
年
）
、中

谷
博
、
片
山
学
、甲
嶋
勝
則
（以

上
同
二
年
）
、葛
西
大
吾
、
木
村

真
二
郎
、
山
川
洋
史
（
以
上
同
 

」
年
）
 

◇
ボ
ウ
リ
ン
グ
 
工
藤
寿
光
、
 

鰐
田
悟
、
工
藤
成
子

（
以
上
ボ

ウ
リ
ン
グ
連
盟
）
 

◇
ス
キ

ー
 
太
田
周
二
（
五
工

高
二
年
）
 

◇
柔
道
 
平
山
み
ど
り
（
五
商

高
二
年
）
、佐
々
木
千
春
（
同三

年
）
、葛
西
松
倫
（
木造
高
一
年
）
、
 

対
馬
一
樹
、工
藤
誠
、
内
山
年

明
、鳴
海
昭
博
、白
戸
裕
敏
（
以

上
同
二
年
）
、藤
田
博
臣
（
東
海

大
相
模
高
一
年
）
 

回
団
体
 

五
所
川
原
ク
ラ
ブ

（
葛西
噴
ほ

か
五
名
）
、五
H
高
バ
レ
ー
ボ

ー
 

ル
部
（
秋
田
真

一
ほ
か二
十
一
一

名
）
、バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

（
清
 
 

野
昭
弘
ほ
か
十
二
名
）
、蒼
空
ク

ラ
ブ
（楠
美
俊

一
ほ
か十

一
名
）
 

津
軽
東
芝
音
響
囲
バ
レ
ー
ボ

ー
 

ル
ク
ラ
ブ

（外
崎
真
人
ほ
か
十

名
）
、日
立
東
部
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク

タ
囲
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
（
佐

藤
隆
ほ
か
十
二
名
）
、五
高
女
子

弓
道
部
（戸
沼
由
紀
ほ
か
六
名
）
、
 

五
工
高
弓
道
部
（
小
野
達
成
ほ

か
六
名
）
、五
農
高
男
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
部

（
小野
哲
彦
ほ
か
十

八
名
）
、五
商
高
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

部

（長
内
幸
代
ほ
か
十
九
名
）
、
 

五
工
高
少
林
寺
拳
法
部

（小
野

真
剛
ほ
か
二
十
名
）
、五
一
高
男

子
同

（
菊池
公
ほ
か
九
名
）
、同

女
子
同
（
葛
西伊
織
ほ
か
九
名
）
、
 

五
商
高
陸
上
競
技
部
（
伊
藤
彰

ほ
か
五
名
）
、五
所
川
原
柔
道
会
 

（池
田
栄

一
郎
ほ
か八
名
）
、五

農
高
柔
道
部

（
奈良
 
篤
ほ
か

八
名
）
、五
商
高
相
撲
部

（阿
部

哲
夫
ほ
か
四
名
）
、ゲ
ー
ト
ボ

ー
 

ル
協
A三
伊
藤
徳

一
ほ
か七
名
）
 

⑥
五
回
受
賞
 
蒼空
ク
ラ
ブ

＠
十
回
受
賞
 
五
一
高女
子
少

林
寺
拳
法
部
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文

化
奨

励
賞
 

    

  

ス
 
ポ
 ー
 

 

    

 

ッ

賞
 

 

(第754号)

他
二
名
が
受
け
、
ス
ポ
ー
ツ
奨

励
賞
が
個
人
二
十
六
人
、
十
二

同
体
が
受
賞
し
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
賞
は
、

個
人
が
五

文

ft 

広報ごしょがわら

@
個
人

。
書
道
長
尾
千
棺
子

(木
造

高
三
年
)
、
小
坂
紗
智
子
、
太
田

聡
美
、
佐
々
木

一
忠
(
以
上
松

島
小
五
年
)
、
小
田
桐
ひ
と
み
(同

六
年
)、
太
田
幸
代

(同
一一一
年
)、

小
田
桐
宅
名
子

(同
四
年
)、
寺

固
有
希

(五

一
中
二
年
)

。
感
想
文
小
野
文
子

(鶴
ケ

岡
小
四
年
)、
野
宮
秋
美

(五
三

中
二
年
)

。
囲
碁

堀
内
山
美
、
嶋
野
勝

彦

(以
上
日
本
棋
院
五
所
川
原

支
部
)

。
将
棋

鎌
田
隆
輝

(日
本
将

棋
連
盟
五
所
川
原
支
部
)

@ 平成4年(1992年)3月1円

ス

ボ

@
功
労
者
賞

三
上
智
保
(
野

球
協
会
)、
工
藤
常
四
郎

(銃
剣

道
協
会
)

@
指
導
者
賞

新
岡
重
利

(弓

道
会
)
、
平
山
洋

一
(
バ

レ
ー
ボ

ー
ル
協
会
)、
工
藤
勇
蔵

(銃
剣

道
協
会
)

十
四
人
、
ト
八
同
体
と
な

っ
て

い
ま
す
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(敬
称
略
)

奨

励

賞

。
短
歌

開
米
フ
ヂ
ヱ
(
丘
所

川
原
短
歌
会
)、
山
谷
久
子
、
ぃ
巾

田
勝

一
郎
(
以
k
滞
畦
ア
ス
ナ

ロ
短
秋
会
)

。
珠

算

山

本
美
幸

(木
造
高

三
年
)、中
谷
あ
ゆ
み

(同
二
年
)、

O
放
送

佐
厳
優
美

(木
造
高

三
年
)

。
川
柳

菊
池
富
美
排
他
、
封
馬

堅

一
(
以
上
川
柳
岩
木
吟
社
)

@
団
体

。
合
唱

五
所
川
原
合
同
団

(笹
昭
夫
他
四
十

一
名
)

@
特
別
賞

。
読
書

五
所
川
原
子
ど
も
の

森
読
持
会ツ

賞

ス
ポ
ー
ツ

奨

励

賞

@
個
人

。
卓
球

神
健
介
、
渡
辺
将
人

(以
上
五

一
中
三
年
)
、
斎
藤
五

月
、
坂
本
哲
己

(同
二
年
)、
福

由
美
加
子

(同

一
年
)
、
笹
森
崇

充

(七
ツ
館
小
四
年
)、
成
田
理

忠
、
土
岐
和
也
(
同
二
年
)

O
柔
道

古
川
日
間
子

(五

一
中

一
年
)、
一
戸
晃
樹
(
五
三
中
三

年
)
、
松
野
雄
大

(飯
詰
小
四
年
)、

工
藤
祐
司
(
栄
小
丘
年
)、
木
村

雄
太

(松
島
小
三
年
)、
葛
西
隆

次

(五
小
四
年
)
、
太
田
康
博
(中

央
小
六
年
)

。
陸
上

高
橋
朋
子
(
五
一

中

三
年
)
、
小
田
桐
淳

(五
三
中

一

年
)、
斎
藤
友
紀

(同
二
年
)、
一

戸
美
穂

(同
三
年
)、笠
井
折
口
史
、

成
田
絵
美

(以
ヒ
栄
小
六
年
)、

秋
元
敏
宏

(松
島
小
六
年
)

。
相
撲

江
良
司

(毘
沙
門
小

三
年
)

。
少
林
寺
拳
法

斎
藤
康
一
伴

(栄
小
三
年
)
、
高
橋
勲

(松
島

小
三
年
)

。
銃
剣
道

高
谷
佳
果

(栄
小

三
年
)

@
団
体

五

一
中
女
子
陸
上
部
(
芹
川
春

美
ほ
か
五
名
)
、
五
三
中
間

(田

端
慶
子
ほ
か
七
名
可
鶴
ケ
岡
小

(渡
辺
真
理
ほ
か
四
名
)、
五
小

女
子
ミ

ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
(竹
ケ
原
呉
海
ほ
か
卜
四
名
)

南
小
男
子
同

(川
村
敏
広
ほ
か

卜
四
名
)、
五

一
中
女
子
卓
球
部

(古
川
史
子
ほ
か
卜
名
)
、
五

一

中
男
子
同

(渡
辺
将
人
ほ
か
九

名
)
、
南
小
同

(江
良
和
彦
ほ
か

三
名
)、
五
所
川
原
柔
道
少
年
団

(木
村
龍
也
ほ
か
十
名
)、
五
三

中
柔
道
部

(工
藤
隆
弘
ほ
か
八

名)、

剛
柔
館
藤
田
道
場

ご

戸

晃
樹
ほ
か
七
名
)
、

一
野
坪
小
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

(福
士
和

寿
美
ほ
か
八
名
)

@
五
回
受
賞

五

一
中
女
子
陸

上
部
ス
ポ
ー
ツ
賞

@
個
人

。
卓
球

冨
田
辛
子

(東
女
高

三
年
)、
上
原
燕

(同
二
年
)、
笹

森
恵

(山
田
高
三
年
)、
厳
森
達

也

(木
造
高
三
年
)
、
尾
崎
健
太

郎
、
斎
藤
修
平

(同
二
年
)

O
陸
上

安
田
信
明
、
佐
藤
寛

保

(以
上
陸
上
協
会
)、
森
紀
彦

(木
造
高
二
年
)、
小
野
純
裕
(同

三
年
)、
白
戸
慶
喜

(五
商
高
二

年
)
。
相
撲

葛
西
二
三
彦

(五
農

高
教
員
)、
小
笠
原
満
昭

(同
二

年
)
、
千
葉
行
誠
、
棟
方
孝
雄
(同

一
年
)

。
弓
道

工
藤
誠

二
弓
道
会
)

O
庭
球

飯
塚
田
成

(弘
工
高
教

員
)
、
工
藤
利
男

(五
工
高
教
員
)

成
田
道
雄
、
須
藤
み
ほ
、
山
川

博
子
、
白
戸
淳
子

(以
上
庭
球

協
会
)

。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

秋
田
真

一
、

成
田
友
也
、

三
浦
真
史
、
原
哲

也

(以
ヒ
五
工
高
三
年
)

。
少
林
寺
拳
法

棟
方
昭
二
(
少

林
寺
拳
法
協
会
)、
長
尾
め
ぐ
み

(五

一
高

一
年
)、
千
葉
祐

一
、

葛
西
尚
人

(以
上
同
二
年
)
、
岩

川
昌
生
、
お
丙
伊
織
、
井
L
L
忍、

川
瀬
美
加
子

(以
L
し同
一二
年
)、

野
呂
直
美

(丘
工
高

一
年
)
、
中

谷
博
、
片
山
学
、
甲
的
勝
則
(以

上
同
二
年
)、
葛
岡
大
丘
日
木
村

真
二
郎
、
山
川
洋
史

(以
上
同

三
年
)

。
ボ
ウ
リ
ン
グ

工
藤
寿
光
、

鰐
田
供
、
工
藤
成
子

(以
k
ボ

ウ
リ
ン
グ
連
盟
)

。
ス
キ
l

太
田
周
二

(
丘
工

高
二
年
)

。
柔
道

平
山
み
ど
り

(五
商

高
二
年
)、
佐
々
木
千
春

(同
一-一

年
)
、
葛
西
松
倫

(木
造
高

一
年)、

対
局

一
樹
、
工
藤
誠
、
内
山
年

明
、
鳴
海
昭
博
、

白
戸
裕
敏
(以

k
同
二
年
)
、
藤
田
博
臣

(東
海

大
相
模
高

一
年
)

@
団
体

五
所
川
原
ク
ラ
ブ

(葛
西
雌
ほ

か
五
名
)、
五
工
高
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
部

(秋
田
氏

一
ほ
か
二
ト
二

名
)
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

(消

野
昭
弘
ほ
か
卜
一
一名
)、
蒼
空
ク

ラ
ブ
(
楠
美
俊

一
ほ
か
卜

一
名
)

津
軽
東
芝
音
響
側
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
ク
ラ
ブ
(
外
崎
点
人
ほ
か
卜

名
)、
日
立
東
部
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク

タ
側
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
(佐

藤
隆
ほ
か
卜
二
名
)、
五
高
女
子

弓
道
部
(戸
出
由
紀
ほ
か
六
名
)、

五
工
高
弓
道
部

(小
野
達
成
ほ

か
六
名
)、
丘
農
高
見
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
部

(小
肝
腎
彦
ほ
か
卜

八
名
)、
五
商
高
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

部

(長
内
主
宰
代
ほ
か
ト
九
名
)、

尺
工
高
少
林
寺
拳
法
部

(小
野

兵
剛
ほ
か
二
十
名
)
、
.九

二回局
児

子
同

(菊
池
公
ほ
か
九
名
)、
同

女
子
同
(誌
阿
伊
織
ほ
か
九
名
)、

五
商
高
陸
卜
.
競
技
部

(伊
雌
彩

ほ
か
瓦
名
)
、
丘
所
川
原
柔
道
会

(池
田
栄
.
郎
ほ
か
八
名
)、
丘

農
古
川
柔
道
部

(奈
良
篤
ほ
か

八
名
)
、
五
商
古
川
相
撲
部

(阿
部

符
夫
ほ
か
同
名
)
、
ゲ
l
ト
ポ
ー

ル
協
会
(伊
雌
徳
a

ほ
か
じ
名
)

@
五
回
受
賞

蒼
空
ク
ラ
ブ

@
十
回
受
賞

瓦

一
高
女
チ
少

林
寺
拳
法
部
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大型スベリ台で遊ぶ親子たち 

冬
フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
五

所
川
原
市
観
光
協
会
（
丸
海
老

祐
造
会
長
）
が
、
き
ら
め
く
雪

原
、
我
ら
の
で
っ
か
い
遊
び
場

ノ
・
を
テー
マ
に
開
い
て
い
る
も

の
で
、
今
年
で
二
十
二
回
目
と

な
り
ま
す
。
 

フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル
初
日
の
九

日
は
、
市
民
文
化
会
館
大
ホ
ー
 

ル
で
歌
謡

・
民
謡
・
手
踊
り
王

座
決
定
戦
が
、
十
日
は
午
後
六

時
か
ら
菊
ケ
丘
運
動
公
園
野
外

ス
テ
ー
ジ
で
第
一
回
か
が
り
火

コ
ン
サ
ー
ト
が
、
ま
た
、
十

一

日
に
は
同
公
園
内
で
第
二
回
雪

上
ソ
フ
トバ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
、
 

同
岩
木
川
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ス
キ
 

ー
マ
ラ
ソ
ン
、
第
一
回
雪
上
マ

ウ
ン
テ
ン
‘ハ
イ
ク
・
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
等
に
、
大
勢
の
市
民

が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
藻
川
で
は
フ
エ
ス
テ

ィ
バ
ル
協
賛
の
凧
揚
げ
大
会
も

行
わ
れ
、
津
軽
凧
フ
ァ
ン
が
大

勢
詰
め
か
け
、
親
子
と
も
に
、
 

三
日
間
の
冬
の
ま
つ
り
を
楽
し
 

み
ま
し
た
。
 

・
 

、
 

・
 
、

・
 

号令一発、ゴール目指してスタート（スキーマラソン） 

風が強くて大苦戦の男子ソフトバレーボール かがり火コンサートで熱演するグループ 

俳
 

句
一
 

津
軽
鉄
道
 
水
車
吟
社
 

春
寒
し
窓
に
音
な
き
川
を
見
る
 

佐
々
木
夢
衣
 

冬
凪
や
海
苔
掻
く
音
の
長
閉
に

て
 
内
山
 
涛
村
 

野
に
山
に
躍
動
の
兆
し
春
近
し
 

天
内
 
酒
仙
 

薬
売
り
富
山
よ
り
来
て
春
近
し
 

坂
田
 
雑
人
 

春
近
し
夫
の
背
中
は
重
み
あ
り
 

小
野
 
雪
村
 

野
地
蔵
の
頬
も
ゆ
る
む
や
春
近

し
 
鈴
木
 

畔
村
 

満
席
の
ス
ト
ー
ブ
列
車
や
汽
笛

凍
む
 

渋
谷
 
房
子
 

冴
返
る
黒
煙
吐
き
つ
つ
汽
車
去

り
ぬ
 
三

和
 
篇
村
 

善
意
の
花
か
ご
 

ぐ
っ
も
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
 

只
口
風
の
被
害
農
家
へ
 

●

日
専
連
五
所
川
原
会
（
宮
川

忠
義
会
長
）
ー
 
北
五
地
域
の

会
員
（
百
四
十
店
舗
）
の
売
り

上
げ
の
一
部
を
義
援
金
と
し
て

十
三
万
五
千
二
百
五
十
一
円
 

(第754号)④広報ごしょがわら平成4年(1992年)3月1日

冬
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
五

所
川
原
市
観
光
協
会
(
丸
海
を

祐
造
会
長
)
が
、
き
ら
め
く
咋

原
、
孜
ら
の
で
っ
か
い
遊
び
ぬ

/
を
テ
l
マ
に
聞
い
て
い
る
も

の
で
、
今
年
で
二
十
二
同
同
と

な
り
ま
す
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
初
円
の
九

日
は
、
市
民
文
化
会
館
大
ホ
ー

ル
で
歌
話

・
民一端

・
手
踊
り
ヱ

時
決
定
戦
が
、
卜
円
は
午
後
六

時
か
ら
菊
ケ
丘
運
動
公
図
野
外

ス
テ
ー
ジ
で
第

一
同
か
が
り
火

コ
ン
サ
ー
ト
が
、
ま
た
、
卜

一

円
に
は
同
公
悶
内
で
第
二
同
常

k
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
、

問
料
木
川
リ
バ

l
サ
イ
ド
ス
キ

ー
マ
ラ
ソ
ン
、
第
4

阿
4
y
k
マ

ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク

・
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
等
に
、
大
勢
の
市
民

が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
部
川
で
は
フ

ェ
ス
テ

ィ
パ
ル
協
賛
の
凧
掲
げ
大
会
も
・

行
わ
れ
、
津
軽
凧
フ
ァ
ン
が
大

勢
詰
め
か
け
、
親
子
と
も
に
、

三
円
間
の
冬
の
ま
つ
り
を
楽
し

み
ま
し
た
。

大型スベリ台で遊ぶ親子たち

圃

回

津
軽
鉄
道

水
車
吟
社

春
寒
し
容
に
音
な
き
川
を
見
る

佐
々
木
夢
衣

冬
凪
や
海
脊
描
く
音
の
長
聞
に

で

内
山

涛
村

野
に
山
に
蹴
動
の
兆
し
春
近
し

パ
内
柄
仙

薬
売
り
岡
山
よ
り
来
て
春
近
し

坂
田

維
人

凍 if均 し 里子 平手
む l市 上也 i丘
のJi'5ltし
スの夫
ト 煩の
l も '1-'f
ブゆ 中
jきそ夢リ 室令る ノl、は
谷車木む 野 重
ややみ

房汽 間半 春雪あ
子筒 村 近 村 り

冴
返
る
思
伺
吐
き
つ
つ
汽
車
去

り
ぬ

三
和

筑
村

善
意
の
花
か
ご

と
う
も

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

。
台
風
の
被
害
農
家
へ

-
日
専
連
五
所
川
原
会

(宮
川

忠
義
会
長
)

西
北
五
地
域
の

会
員
(
育
問
十
府
舗
)
の
売
り

上
げ
の

一
部
を
義
援
金
と
し
で

十
三
万
五
千
二
宵
五
十

一
円



こ
の
度
は
、
当
市
大
字
鶴
ケ

岡
の
旧
家
開
米
家
の
方
が
た
を

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
こ
の
こ

と
は
す
で
に
先
学
故
長
尾
角
左

衛
門
著
『
三
好
村
誌
』
等
で
知

ら
れ
て
い
る
こ
と
で
す
が
、
現

当
主
開
米
一
功
氏
所
蔵
文
書
 

『由
緒
書
』
控
に
よ
っ
て
大
略

を
述
べ
る
こ
と
に
し
ま
す
。
 

こ
の
文
書
は
、文
久
二
年
（
一

八
六
二
、
藩
主
承
昭
）
二
月
に

藩
命
に
よ
っ
て
、
五
代
佐
次
郎

が
天
保
十
四
年
（
一
八
四
二
、
 

藩
主
順
承
）
十
一
月
に
書
上
げ

た
『
由
緒
書
』
 
に付
加
し
た
控

文
書
で
す
。
い
わ
ば
下
書
き
で

す
。
も
と
も
と
は
清
書
し
た
控

も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
ま
す
。
 

三
代
ま
で
の
事
績
 

初
代
の
源
七
は
、
江
州
（
現

滋
賀
県
）
新
村
の
出
身
で
し
た

が
、
元
禄
元
年
（
一
六
八
八
、
 

藩
主
信
政
）
に
当
津
軽
に
下
り

鶴
ケ
岡
村
に
住
居
を
構
え
ま
し
 
 

た
。
詳
細
の
こ
と
は
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
信
政
の
新
田
開
発
に

呼
応
し
て
津
軽
入
り
を
し
、
農

業
に
専
念
し
た
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。
 

二
代
目
を
源
右
衛
門
と
い
い

ま
す
。
延
享
年
中
（
一
七
四
四
 

ー
四
七
、
藩
主
信
著
頃
）
に
鶴

ケ
岡
村
の
庄
屋
、宝
暦
年
中
（
一

七
五
一
上
ハ
1
1
1

、
藩
主
信
寧
）
 

に
は
広
田
組
代
官
手
代
を
命
ぜ

ら
れ
て
い
ま
す
。
読
み
書
き
そ

ろ
盤
は
勿
論
、
こ
の
地
方
の
事

情
に
精
通
し
、
人
格
円
満
し
か

も
実
貞
で
地
方
民
の
信
望
を
一

身
に
集
め
て
い
た
実
力
者
で
あ

っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
ま
す
。
 

三
代
目
治
右
衛
門
も
明
和
年

中
（
一
七
六
四
ー
七
一
）
か
ら

天
明
年
中
二
七

八
一
、
八
八
）
 

頃
ま
で
庄
屋
を
勤
め
ま
し
た
。
 

村
の
自
治
や
地
域
の
開
発
に
深

く
か
か
わ
っ
て
い
た
わ
け
で
す
。
 

四
代
目
 

治
左
衛
門
の
開
発
 

文
化
五
年
（
一
八
〇
八
、
藩

主
寧
親
）
三
十
七
歳
で
庄
屋
に

就
任
以
来
、広
田
組
代
官
手
代
、
 

開
発
方
下
取
扱
役
、
広
田
組
普

請
懸
合
、
村
貯
教
道
役
、
別
段

開
発
下
取
扱
役
等
開
発
に東
奔

西
走
し
た
方
で
す
。
開
発
の
功

績
に
よ
っ
て
表
彰
さ
れ
る
こ
と

十
回
、天
保
四
年
（
一八
三
二
、
 

藩
主
信
順
）
数
拾
町
歩
の
荒
田

開
発
手
配
が
宜
し
き
を
得
た
功

に
よ
っ
て
並
郷
士
に
列
せ
ら
れ
、
 

特
に
天
保
六
年
（
一
八
三
五）
 

に
は
、
こ
れ
ま
で
取
扱
っ
た
田

畑
開
発
や
新
村
取
立
て
に
つ
い

て
の
報
告
を
藩
か
ら
求
め
ら
れ
、
 

田
方
一
三
九町
六
反
四
畝
二
歩
、
 

畑
方
一
二
町
六
反
六畝
歩
、
合

計
一
五
二
町三
反
二
歩
で
あ
っ

た
と
報
告
し
て
い
ま
す
。ま
た
、
 

文
化
八
年
（
一
八
一
一
、藩
主

寧
親
）
に
は
、
福
井
新
村
を
進

言
し
、
戸
数
八
軒
を
取
建
て
、
 

既
成
の
福
落
村
と
と
も
に
福
井

村
と
称
し
た
こ
と
、
文
政
五
年
 

（
一八
二
二
）
に
は
茂
川
（
藻
 
 

川
）
新
村

（
現中
島
地
区
）
を

進
言
、
戸
数
二
十
軒
を
取
建
て

た
こ
と
を
報
告
し
て
い
ま
す
。
 

そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
て
、
年

頭
御
目
見
郷
士
に
列
せ
ら
れ
、
 

新
年
に
当
た
っ
て
登
城
し
て
藩

主
に
拝
謁
が
許
さ
れ
る
栄
誉
を

得
ま
し
た
。
同
時
に
御
収
納
一n
E
 

懸
り
銀
や
永
々
田
方
五
十
人役
 

（
一
人
役
約
二
百
坪
）
の
諸
郷

役
（
年
貢
米
）
を
免
除
さ
れ
、
 

代
々
人
寄
役
に
任
命
さ
れ
ま
し

た
。そ
し
て
、こ
の
時
か
ら
「
開

米
」
姓
を
名
乗
る
こ
と
も
許
可

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
苗

字
帯
刀
御
免
の
代
々
人
寄
役
、
 

一
代
年
頭
御
目
見
郷
士
と
な
っ

た
わ
け
で
す
。
 

五
代
目
 

佐
次
郎
略
歴
 

文
政
八
年
（
一
八
二
五
、
藩

主
信
順
）
二
月
、
鶴
ケ
岡
茂
川

福
井
三
か
村
（
寄
郷
）
の
庄
屋

を
拝
命
し
て
三
村
の
自
治
に
専

念
、
ま
た
支
配
三
村
の上
納
物
 
 

の
皆
済
を
率
先
督
励
し
、
文
政

十
一
年
（
一
八
一
一八
）
に
は
、
 

前
年
七
月
の
洪
水
で
岩
木
川
の

土
居
（
堤
防
）
破
損
、
そ
の
場

所
の
修
復
普
請
役
を
命
ぜ
ら
れ

て
、
手
伝
人
夫
を
差
出
し
、
完

全
堅
固
に
修
複
竣
工
落
成
の
功

に
よ
り
広
田
組
代
官
所
に
於
い

て
表
彰
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

翌
十
二
年
五
月
に
は
疲
労
の

た
め
か
病
魔
に
侵
さ
れ
、
庄
屋

役
を
依
願
退
職
し
て
い
ま
す
。
 

そ
の
後
健
康
を
快
復
し
た
も
の

と
み
え
、
広
田
組
の
貯
籾
の
取

立
懸
合
を
命
ぜ
ら
れ
、
勤
中
帯

刀
を
許
可
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

天
保
八
年
（
一
八三
七
）
父

治
左
衛
門
の
死
去
に
よ
り
、
田

方
五
十
人
役
（
三
町
三
反
三
畝

十
歩
）
の
郷
役
（
年
貢
米
）
を

免
除
さ
れ
、
帯
刀
御
免
の
上
人

寄
役
を
拝
命
し
て
い
ま
す
。
天

保
十
年
五
月
に
は
、先
納
米
（藩

で
定
め
た
期
限
よ
り
前
に
収
め

る
米
）
を
逸
早
く
上
納
し
、
村

人
を
督
励
し
て
皆
済
さ
せ
た
功

績
に
よ
り
並
一
代
郷
士
に
任
ぜ

ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
天
保

年
間
は
連
続
的
な
凶
作
で
あ
っ

た
た
め
藩
財
政
が
行
詰
り
、
四

年
大
凶
作
以
来
任
命
さ
れた
役

職
全
部
廃
止
と
な
り
、
郷
士

・

人
寄
役
が
解
任
さ
れ
ま
し
た
。
 

同
十
一
年
（
一
八四
〇
、
藩

主
順
承
）
廃
田
二
十
町
歩
の
仕

付
を
許
可
さ
れ
出
情
し
た
功
に

よ
り
、
同
十
三
年
再
び
並
一
代

郷
士
に
任
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
五

代
目
の
開
拓
は
、
鶴
ケ
岡
、
茂

川
、
沖
飯
詰
、
桜
田
、
川
山
の

五
か
村
に
わ
た
り
、
天
保
十
四

年
か
ら
嘉
永
三
年
（
一
八五
〇
）
 

に
か
け
て
合
計
二
八
町
二
反
一

畝

一
六
歩と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
は
自
分
の
懐
か
ら
出
し
た

費
用
で
実
施
し
た
も
の
で
し
た
。
 

ま
た
、
嘉
永
三
年
か
ら
同
六
年

ま
で
藩
の
御
手
当
米
を
項
戴
し

て
広
田
組
村
々
の
田
方
七
五
町

歩
余
の
開
増
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
 む

 

す
 
び
 

以
上
、
開
米
家
五
代
ま
で
の

略
歴
を
拙
な
い
筆
で
ご
紹
介
し

ま
し
た
が
、
当
地
域
の
開
発
に

血
の
に
じ
む
よ
う
な
、
献
身
的

な
ご
努
力
に
対
し
た
だ
た
だ
頭

の
下
が
る
思
い
が
い
た
し
ま
す
。
 

そ
し
て
、
そ
の
拓
魂
の
遥
し
さ

と
技
能
に
は
限
り
な
い
あ
こ
が

れ
と
驚
き
を
覚
え
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。
 

最
後
に
五
所
川
原
市
史
に
快

く
貴
重
な
史
料
を
提
供
し
て
く

れ
ま
し
た
ご
当
主
一
功
氏
に
心

か
ら
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。
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こ
の
度
は
、
当
市
大
字
削
ケ

岡
の
旧
家
開
米
家
の
方
が
た
を

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
こ
の
こ

と
は
す
で
に
先
学
欣
長
出
角
左

衛
門
者

『二-
肝
心
村
一
月
刊
』
乍
で
知

ら
れ
て
い
る
こ
と
で
す
が
、
別

当
ト
ヒ
開
米
一
功
氏
所
班
文
壮一日

『由
緒
品
川
』
仰
に
よ

っ
て
大
略

を
述
べ
る
こ
と
に
し
ま
す
。

こ
の
交
引
いは
、
文
久
二
年
(一

八
六
二
、
滞
+
い
い
承
昭
)一一
月
に

諸
問
命
に
よ
っ
て
、
五
代
佐
次
郎

が
犬
保
十
四
年

二

八
四
二
、

務
主
順
承
)
卜

一
月
に
h
U
H
--
に
げ

た

『由
緒
世
ハ』
に
付
加
し
た
作

文
内
で
す
。
い
わ
ば
下
九
日
い
き
で

す
。
も
と
も
と
は
山
川
し
た
搾

も
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
ま
す
。

@ 平成4年(1992年)3月1日

三
代
ま
で
の
事
績

初
代
の
源
七
は
、
江
州

(現

滋
賀
県
)
新
村
の
山
身
で
し
た

が、

一光
禄
え
年

二
六
八
八
、

滞
+
七
信
政
)
に
当
津
軽
に
ド
り

鶴
ケ
岡
村
に
住
屑
を
構
え
ま
し

た
。
詳
細
の
こ
と
は
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
信
政
の
新
同
開
発
に

呼
応
し
て
津
椛
入
り
を
し
、
農

業
に
咋
念
し
た
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。二代
円
を
源
右
衛
門
と
い
い

ま
す
。
延
一
ハ
ア
手
中

二

七
問
問

i
同
七
、
務
、
長
信
者
頃
)
に
鶴

ケ
岡
村
の
庄
屋
、
宝
肝
年
中
ご

ヒ
冗

一
t
}
六
三
、
藩
主
一
信
寧
)

に
は
広
団
組
代
背
手
代
を
命
ぜ

ら
れ
て

い
ま
す
。
読
み
品
川
き
そ

ろ
蝦
は
勿
論
、
こ
の
地
方
の
事

情
に
相
通
し
、
人
栴
円
満
し
か

も
夫
氏
で
地
方
民
の
信
唱
を
一

身
に
集
め
て
い
た
実
力
行
で
あ

っ
た
こ
と
が
現
わ
れ
ま
す
。

一一.
代
円
治
有
衛
門
も
明
和
年

中

二

七
六
問
1
七

こ

か

ら

パ
明
年
中
(
一
七
八

一
1
八
八
)

頃
ま
で
庄
屋
を
勤
め
ま
し
た
。

村
の
円
治
や
地
域
の
開
発
に
深

く
か
か
わ

っ
て
い
た
わ
け
で
す
。

四
代
自

治
左
衛
門
の
開
発

五
代
目
佐
次
郎
略
歴

文
政
八
年

二

八
二
五
、
藩

主
信
順
)
二
月
、
鶴
ケ
岡
茂
川

橋
井
三
か
村

(寄
郷
)
の
圧
屋

を
拝
命
し
て
三
村
の
自
治
に
専

念
、
ま
た
支
配
三
村
の
L

仁
納
物

の
皆
済
を
率
先
官
励
し
、
文
政

十

一
年

二

八
二
八
)
に
は
、

前
年
七
月
の
洪
水
で
岩
木
川
の

土
居

(堤
防
)
破
損
、
そ
の
場

所
の
修
復
普
請
役
を
命
ぜ
ら
れ

て
、
手
伝
人
夫
を
差
出
し
、
完

全
堅
固
に
修
按
竣
工
落
成
の
功

に
よ
り
広
田
組
代
官
所
に
於
い

て
表
彰
さ
れ
て
い
ま
す
。

翌
十
二
年
五
月
に
は
疲
労
の

た
め
か
病
魔
に
侵
さ
れ
、
庄
尾

役
を
依
願
退
職
し
て
い
ま
す
。

そ
の
後
健
康
を
依
復
し
た
も
の

と
み
え
、
広
田
組
の
貯
籾
の
取

立
懸
合
を
命
ぜ
ら
れ
、
勤
中
帯

万
を
許
可
さ
れ
て
い
ま
す
。

天
保
八
年

二

八
三
七
)
父

治
左
衛
門
の
死
去
に
よ
り
、
田

方
五
十
人
役

(三
町
三
反
三
畝

十
歩
)
の
郷
役

(年
貢
米
)
を

免
除
さ
れ
、
帯
万
御
免
の

k
人

寄
役
を
拝
命
し
て
い
ま
す
。
天

保
十
年
五
月
に
は
、
先
納
米
(藩

で
定
め
た
期
限
よ
り
前
に
収
め

る
米
)
を
逸
早
く
L
L
納
し
、
村

人
を
暫
励
し
て
皆
済
さ
せ
た
功

績
に
よ
り
並
一

代
郷
土
に
任
ぜ

ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
天
保

年
聞
は
連
続
的
な
凶
作
で
あ

っ

た
た
め
務
財
政
が
行
詰
り
、
四

年
大
凶
作
以
来
任
命
さ
れ
た
役

職
全
部
廃
止
と
な
り
、
郷
土

・

人
寄
役
が
解
任
さ
れ
ま
し
た
。

同
十

一
年

(一

八
四

O
、
藩

主
順
承
)
廃
田
二
十
町
歩
の
仕

付
を
許
可
さ
れ
出
情
し
た
功
に

よ
り
、
同
十
三
年
再
び
並

一
代

郷
土
に
任
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
五

代
同
の
開
拓
は
、
鶴
ケ
問
、
茂

川
、
沖
飯
詰
、
桜
田
、

川
山
の

五
か
村
に
わ
た
り
、
天
保
十
四

年
か
ら
嘉
永
三
年
(一

八
五

O
)

に
か
け
て
合
計
二
八
町
二
反
一

畝
二
ハ
歩
と
な

っ
て

い
ま
す
。

こ
れ
は
自
分
の
懐
か
ら
出
し
た

費
用
で
実
施
し
た
も
の
で
し
た
。

ま
た
、
嘉
永
三
年
か
ら
同
六
年

ま
で
務
の
御
手
当
米
を
頂
戴
し

て
広
田
組
村
々
の
田
方
七
五
町

歩
余
の
開
増
を
実
施
し
て
い
ま

す。

む

す

び

以
上
、
開
米
家
五
代
ま
で
の

略
慌
を
拙
な
い
筆
で
こ
紹
介
し

ま
し
た
が
、
当
地
域
の
開
発
に

血
の
に
じ
む
よ
う
な
、
献
身
的

な
ご
努
力
に
対
し
た
だ
た
だ
頭

の
下
が
る
思
い
が
い
た
し
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
拓
魂
の
逢
し
さ

と
技
能
に
は
限
り
な
い
あ
こ
が

れ
と
矯
き
を
党
え
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

最
後
に
五
所
川
原
市
史
に
快

く
武
重
な
史
料
を
提
供
し
て
く

れ
ま
し
た
ご
当
主

一
功
氏
に
心

か
ら
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。



平成 4 年（1992年）3 月1日 
	

広報ごしょがわら 
	

（第754号）⑥ 

熱気球を見ましたかH 

確定申告はお済みになりましたか 

〇所 得 税 3月16日まで 

〇消費税（個人事業者） 	3月31日まで

〇贈 与 税 3月16日まで

〇事 業 税 3月16日まで 

〇住 民 税 3月16日まで

この社会あなたの税が生きている 

税務署●県●市 

〇
 
〇
 
〇
 

業
 

脅
 

●
 

二
月
十
八
日
、
確
定
申

告
を
正
し
く
、
お
早
目
に
、
 

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
税
務
関

係
団
体
協
議
会
（
会
長
五

め
所
川
原
商
工
会
議
所
会
頭

川
口
亀
十
郎
）
と
、
税
務

署
・
県

・
市
が
タ
イ
ア
ッ

プ
し
て
五
所
川
原
市
所
有

の
熱
気
球
に
よ
る
所
得
税
 

・

事
業
税
・
住
民
税
の
P
 

R
を
行
い
ま
し
た
0
 

謝
け
『
 

(第754号)@広報ごしょがわら平成4年(1992年)3月1日

球を見ましたか!!

一
一
月
十
八
日
、
確
定
申

告
を
正
し
く
、
お
早
目
に
、

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
税
務
関

係
団
体
協
議
会

(会
長
五

キ
担
当
主
，新
川
原
商
工
会
議
所
会
頭

川
口
亀
十
郎
)
と
、
税
務

署

・
県
・
市
が
タ
イ
ア
ッ

プ
し
て
五
所
川
原
市
所
有

の
熱
気
球
に
よ
る
所
得
税

.
事
業
税
・
住
民
税
の
P

R
を
行
い
ま
し
た
。

確定申告はお済みになりましたか一一一

3月16日までo所

o消費税(個人事業者)

税

品仙
1
4

・
千日

3月31日まで

3月16日まで与o 贈

3月16日まで的
見
1Eι 業o事

0 住 民 税 3月16日まで

この社会あなたの税が生きている

税務署・県・市



「校
門
の

桜
」
 

昭
和
二
十
七
年
四
月
、
私
は

足
元
も
お
ぼ
つ
か
な
い
新
米
教

師
と
し
て
羽
野
木
沢
小
学
校
に

赴
任
し
ま
し
た
。
 

バ
ス
停
か
ら
小
学
校
ま
で
、
 

五
百
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
の
道
の

両
側
は
、
み
ど
り
濃
い
生
垣
や

そ
の
下
を
流
れ
る
き
れ
い
な
堰
、
 

ー

こ
こ
が

好
き
で

す
 

阿
 
部
 
昌
 

子
さ
ん
 

（
市
内
原
子
字
山
元

五
一

ー
ニ
）
 

か
や
ぶ
き
の
家
々
を
囲
む
、
調

和
の
と
れ
た
庭
木
等
、
私
の
生

ま
れ
育
っ
た
土
地
（
稲
垣
村
）
 

と
は
異
な
っ
た
風
景
が
あ
り
、
 

ど
っ
し
り
と
し
た
趣
き
の
校
舎

を
か
い
ま
見
た
時
、
こ
れ
か
ら

の
、
生
活
と
責
任
感
で
身
が
引

き
締
ま
る
想
い
が
し
た
も
の
で

す
。
 

あ
れ
か
ら
四
十
年
、
月
日
は

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
、
昭
和

三
十
七
年
に
は
想
い
出
深
い
校

舎
が
焼
失
し
、
通
学
路
も
す
っ

か
り
様
変
わ
り
し
ま
し
た
が
、
 

校
門
の
脇
に
ひ
っ
そ
り
と
少
し

ば
か
り
の
花
を
見
せ
て
い
た
、
 

一
本
の
桜
だ
け
は
、
来
る
年
も

来
る
年
も
見
事
に
咲
き
続
け
、
 

見
上
げ
る
程
の
大
木
に
な
り
ま

し
た
。
 

弥
生
三
月
、
路
を
か
け
ぬ
け

る
風
も
や
わ
ら
ぎ
、
ま
た
校
門

に
満
開
の
桜
が
影
を
落
と
す
季

節
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
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少年を暴力団等から守ろうノ 

「少年を暴力団等から守る活動強化月間」 

平成4年 3月 1 日～ 3月31日 

暴力団は、組織・勢力の」広大を図るため、組

織の人的供給源として、 少年を標的にしていま

す。少年を禾I」用した、悪質な福祉犯を敢行する

など、健全な育成を阻害する活動を行っていま

す。 

本年3月 1 日より、施行される 「暴力団員に

よる、 不当な行為の防止等に関するj去律」 に基

づき、 少年を守1る活動を総合的に実施するもの

です。 

@）活動の重鳶t 

〇少年と暴力団との関係に係る相談 

くフ暴力団等による福祉犯の被害少年の発見 

〇「暴力団から少年を守る一日キ目談日」の実施

ンキ目言炎日 3月16日 （月） 

※相談日以外の日でも、 どうぞお気軽におし、 

で下さい。 

五所川原警察署 雪35-2141 

4月1日より、夜9時のサイレン
の吹鳴を廃止します。 消防本部 

五所川原保健所だより 

〇所内健康相談（4月 1 日より） 

相 談 内 容 実 施 日 受付時間 

一般健康相談 
毎月 

第1・3月曜日 
午後 
1 	:00--2 :00 

精神保健相談 毎月第3火曜日 
午後 
1 :00-2 :00 

老人精神保健相談 毎月第2火曜日 
午後 
1 	:O0--2 :00 

乳幼児健康相談 毎月第1水曜日 
午後 
1 :OO-2 :00 

療 育 相 談 毎月第4水曜日 
午後 
1 :00-2 :00 

優生保護相談 毎月第1水曜日 
午後 
1 :00-2 :00 

〇水質検査及び給食施設検便（4月 1日より） 

検 査 項 目 実 施 日 受付時間 

給食施設検便 毎月第 2火曜日 
午前 
8 	: 30-12 : 00 

水 質 検 査 
毎月 
第1・3火曜日 

午前 
8 	: 30---12 : 00 

＞問い合わせ 五I折川原保健所 ”34-2108 

(第754号)

私
か
風
号
})
-
噌
}
こ
が
好
き
で
す

⑫ 

阿

「校

門

の
桜

昭
和
二
卜
じ
年
同
月
、
私
は

足
元
も
お
ぼ
つ
か
な
い
新
米
教

師
と
し
て
羽
肝
木
沢
小
学
校
に

赴
任
し
ま
し
た
。

バ
ス
停
か
ら
小
学
校
ま
で
、

冗
行
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
の
道
の

両
側
は
、
み
ど
り
設
い
憎
い垣
や

そ
の
下
を
流
れ
る
き
れ
い
な
幌
、

広報ごしょがわら⑦ 平成4年(1992年)3月1日

部

昌

子

さ

ん

(市
内
原
子
字
山
元
五
一

l
一一
)

か
や
ぶ
き
の
家
々
を
問
む
、
調

和
の
と
れ
た
庭
木
等
、
私
の
生

ま
れ
育
っ
た
土
地

(
稲
垣
村
)

と
は
異
な

っ
た
風
景
が
あ
り
、

ど
っ
し
り
と
し
た
凪
き
の
校
合

を
か
い
ま
見
た
時
、
こ
れ
か
ら

の
、
生
活
と
責
任
感
で
身
が
引

き
締
ま
る
怨
い
が
し
た
も
の
で

す
。あ

れ
か
ら
問
卜
年
、
月

nは

あ
っ
と
い
う
聞
に
過
宮
、
昭
和

一て
ト
ヒ
年
に
は
恕
い
出
深
い
校

合
が
焼
失
し
、
通
学
路
も
す
っ

か
り
様
変
わ
り
し
ま
し
た
が
、

校
門
の
脇
に
ひ
っ
そ
り
と
少
し

ば
か
り
の
花
を
見
せ
て
い
た
、

一
木
の
桜
だ
け
は
、
来
る
年
も

来
る
年
も
見
事
に
咲
き
続
け
、

凡
k
げ
る
程
の
大
木
に
な
り
ま

し
た
。

弥
生
コ一
月
、
路
を
か
け
ぬ
け

る
風
も
や
わ
ら
ぎ
、
ま
た
校
門

に
満
開
の
桜
が
影
を
落
と
す
季

節
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

|害損11原{果種荷主主誠I少年を暴力団等から守ろう I
「少年を暴力団等から守る活動強化月間」

平成 4 年 3 月 1 日 ~3 月 31 日
o所内健康相談 (4月1日より)

相談内符 実施 H 受付時間

毎月 午後
一 般健康 相 談

第1・3月曜日 1 : OO~ 2 : 00 

毎月第3火曜日
午後

村和jJ保健相談
1 00~2 : 00 

毎月第2火曜日
午後

主人村t'!'保健相談 1 : OO~ 2 : 00 

毎月第 1;1<1催円
午後

乳幼児健康相談
1 OO~ 2 : 00 

毎月第4水曜日
午後

療 l円五 1'11 談
1 : OO~ 2 : 00 

毎月第1水曜日
午後

優生保護相談
1 : OO~ 2 : 00 

0水質検査及び給食施設検便 (4月1日より)
検査項目 実 B在日 受付時間

給食施設検使 毎月第2火曜日
午前

8 : 30~12 : 00 

tを
毎凡 午前

水 質 検
第1・3火曜日 8 : 30~ 1 2 : 00 

暴力l叶は、組織 ・勢力の拡大 を凶 るため、組

織の人的供給源として、少年を標的 にしていま

す 。 少年を利用した.悪質な福祉犯を敢行する

など、健全な育成を阻害する情動 を行っていま

す。

本年3月 1日より.施行され る 「暴力団員に

よる、不当な行為の防止等に関する法律」 に法

づき、少年を守る活動 を総合的 に実植するもの

です。

。 活動の重点

。少年と暴力団との関係に係る相談

0暴力団等によ る福祉犯の被害少年の発見

or暴力団 から少年を守る一 日相談 日Jの実施

仁〉 ヰ目 ~!長田 3月 16日 〈月 〉

※相 談日 以外の日でも、どうぞお気峰におい

で下さい。

五所川原笹察署 霊萱35-2141

4月1日より、夜9時のサイレン
の吹鳴を廃止します。 消防本部

五所川l点保健所 宮34-2108じ〉問い合わせ



「五所川原おやこ劇場 
第23回例会し低学年イラり会） 	匿台劇 

劇団風のチづ勃iもぎ天抽沿 
3月28日（土）Il6.30 

お千代ちゃんとなかよしになった河童のじい
さまが、あげた一枚の小判クこの小判こそが…

会場・五所川原市民文化会館 主催・五所川原

おやこ劇場 後援・五所川原市教育委員会

◆お問い合わせ・お申込みは 

事務局 五所川原市本町50 東奥日報4F 
でんわ（34) 2 1 7 0 

平成 4 年（1992年）3 月 1日 	 広報ごしょがわら 	 （第754号）⑧ 

国際交流スポーツフェステバル 

レ期日 3 月22日（日） 12時～12時30分 

ン場戸！斤 五所川原市民体育館 

）参加費 無 料 

ン種目 バレーボール、 ドッチボール、 綱引き 

レ用意するもの うわばきズック 

ン申し込み 五I折川原市中央公民館 七戸加津子一 

" 0173-35-6056 

※交流会参加費は 2,000円です。 

〇主催 青森県青年の船の会西北五ブロック 

夜間営農教室 
一農家生活をより豊かに 

, 1．日時 」」勺戎 4 年 3 )j 2 Iれ月）一一 3 H（火 J午後 6 日寺 

30分・～ 9 日寺30分 2．場所 五所二Hl原市」栄町l0 

五所川原合同庁舎大会議室（ 3 階） 3‘参集者

農業者及び関係団体、関係機関 4．プログラム等 

内 	 容 講 	師 

3
月
2
H
 
月
曜
日
 

メインテーマ「経営複合化、集 板柳町三千石 
約化をすすめるにあたって」 佐々木俊司氏 

・「バラ水耕栽培に取り組んで」 
・「新作物導入の契機」 五所川原市前田野目 

（ストック） 
（ストック、野菜） 

斎藤久子氏
鶴田町中野 

（野菜） 11藤寛寿氏 

・話し合い 板柳町小幡 

「新作物導入の考え方，留意点」 外崎義徳氏 

3
月
3
H
 
火
曜
日
 

メインテーマ「果樹経営の充実 板柳町掛落林 
をめざして」 成田束敏氏 

・「私が実践してきた 
果樹経営とパソコン利用」 
・私がめざすりんご経営 

五所川原市前田野目 
対馬金吾氏 

・話し合い 鶴田町妙堂崎 

「果樹経営での課題と経営改善」 斎藤常彦氏 

連絡先 五所川原地区農業改良普及所 

胃 0173-35-5719（直通） 0173-34-2111（内線250) 

※寒い時期、忙しくなる時拷に二すが開始時間に

遅れないようお願いします。 

戦後強制抑留者の皆様へ 

―請求はお済みですか 

平和祈念事業特別基金（総理府所管の認可法

人） では、 戦後、 旧ソ連またはモンニゴソレの土也」或

において強制」印留された方、 またはそのご遺族

に内閣総理大臣名の慰労品（書サい銀1不） を贈

呈しては；こD りまーすー。 また、 これノらの方々のうち、 

年金恩給や公務員の共済年金などを受給されて

レ、なし、方に‘ま、 更に慰労金 (10万円）が支給さ

れノます一。 

＞請求期限は平成 5 年 3 月31日までです, 

（用紙は、 市民課窓口にあります） 

レ請求書類の送付先・お問い合わせ先

〒 112 東京都文京区大塚5-3-13 

平和祈念事業特別基金 業務第 2a果 

容 03 -3945-4703・ 4707 

交通安全は家庭から 

交通事故概況 
（平成4 年 2 月20 H 現在） 

五所川原市交通安全対策協議会 

県 内 五所川原市管内 

発
 
生
  

9

．一
 

8
 
3
 
7
 
8
 

 

52 

(+ 2 1) 

死
 
者
 
 

8
 
2
 
 

一
 

 

0
 
0
 

 
く
 

?
  

傷
者
 
 

1, 203 62 

(-65 ) (→ 2 4) 

( ）内は前年対比。 

シートベルト しめる心が身を守る 

r 

「ー一ーーー 一 ーーーーー一ーー 一 “ リ ’ ー ーー ー ー ー 一 ー ’ 1 

患者さんの作品を展示 
西北中央病院精神科 

‘患者さんの作業療法の作品展を開催し

ます。 

多数のおいでをお待ちしています。 

）日時 3 月 7 日午前 9 時～午後4日寺

＞場所 市働く婦人の家 （ 1β皆口ビー） 

＞展示品 陶器、松かさ細エ、革細エ、 

布巾、 手芸ほか 

ン間い合わせ か35 一 3111 （内線 259) 

平成4年(1992年)3月1日 広報ごしょがわら (第754号)Ql)

国際交流スポーツフェステバル
仁〉期日 3月22臼(同) 12時~ 1 2時30分

1>場所 五所川原市民体育館

じ〉参加費 無料

じ〉種目 バレーボーノレ、 ドッチボーノレ、綱'JIき

仁〉用意するもの うわばきズック

じ〉申し込み 五所川 原市中央公民館七戸川l津チ

霊宝0173-35-6056

※交流会参加費は 2，000円です。

0主催 青 森 県青年の船の会阿北五ブロック

夜間営農教室
-農家生活をより豊かに一

1.日時 半成 4年 3月 2 Il (m~ 3 il(火)午後 6時

30分 - 9時 30分 2.場 所 li所川原 市栄 IHDO

五所川原合同庁合大会議宅(3附) 3.参集者

農業者及び関係|守|体、関係機関 4.プログラム等

内 tlτr d持 自市

メインァーマ「経営複合化、 m板何11問f~千イ i
3約化をすすめるにあたってJ 佐々木俊百ll.¥:

3・「パラ水糊暗に取りキIlんで」
日 ・「新作物導入の契機」 lirfi川原市前IEI'野日

(ストック) 斎f様久子氏

月 (ストック、野菜) 鶴111問f'l'野

曜 工H鎌寛寿氏(野菜)
日 ・話し合い 板柑IlUI]小幡

外崎義徳氏「新作物導入の考え}j、情意点」

3 メインァーマ「果樹経常の充実 板柳IHJ掛溶林
月 をめざして」 '1究開束敏氏
3 

• r干ょが実践してきた
日
果樹経営とパソコン利用」 瓦F好川J!I(市前任I!野円

火 . f1.がめざすりんご経常 対馬金吾氏
鶴UIIHT妙堂l崎曜 -話し合い

日 「果樹経常での課題と経営改善」 斎正証常彦氏

連絡先 在所川 原 地|玄段業改良普及岬

80173 35 5719(1直通) 0173 34 2111 (内線250)

※寒い時期 、忙 しくなるH寺期 ですが開始時間 に

i屋れないようお!Jj!，恥 、します。

五所川原おやこ劇場
第23回例会 (低学年例会) I舞台劇

劇団lfl..，，1=-常治手‘問問
3月28日(土) PM6 : 30~ 

お千代ちゃんとなかよしになった河童のじい

さまが、あげた一枚の小判!!この小判こそが

会場・ 五所川原市民文化会館 主催.11.所川原

おやこ劇場 後媛・ 五所川原市教育委員会

+お問い合わせ・お申込みは

事務局 五所川原市本IJlT50 -*奥村報4F 

でんわ (34)2 1 7 0 

戦後強制抑留者の皆様ヘ
一請求はお済みですか一

宇和祈念's:業特別基金(総地所f所管の認"JW

人)では、戦後、 旧 ソ連またはモンゴ‘ノレの地域

において強制抑樹された}j、またはその こ遺践

に内閣総理大臣名の慰ヅf品(，iF状 ・銀杯)をl!¥'!

l註しております。 また、これらの方々の うち 、

年金恩給や公務員の共済年金などを受給されて

いない}jには、st!:に慰労金(10万11-]) が支給さ

れます。

仁〉請求期限は平IJ父5"ド 3月3111までです

(用紙は、市民課:害、 U にあります)

じ〉請求書類の送付先・お問い合わせ先

干112東 京 郷 文京区大塚53 13 

手和祈念 事業特別 法金 業務第 2諜

霊宝033945 4703・4707

交通安全lま家庭から

県 i句 五所川 原市管内

手E 987 5 2 

~ミ (-3 8) (+ 2 1 ) 

9E 8 。
者 - 2) 0) 

{象i 1， 203  6 2 

者 (-6 5) (+ 2 4) 

ソートベルトしめる心が身を守る 一一一

十患者さんの作品を展示1
i 西北中央病院精神科 i

i 忠荷さんの作業療 法の作品展を開催し i 
! ます。 i 
多数のおいでをお待ちしています i 

b日時 3月 7日午前 9時 ~午後 4時 ! 
1>場所 市働 く婦人の家 (1階ロビー) I 

b展示品 陶器、松かさ細工、革細工、 i 

布巾、 手芸!まか i 

b問い合わせ宮35-3111 (内線捌 j 
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課税台帳の縦覧を！ 

市では、平成 4 年度固定資産課税台帳を次の

日程により縦覧に供します。 

縦覧とは、固定資産（固定資産税、 都市計画

税）の課税の基礎となる価格等を，糸内付書をお

送りする前に、 あらかじめ所有者に確認してし、 

ただくため、期間（20日間） を設け課税台帳を

無斗でご覧いただく制度です。なお、縦覧期間

以外でもご覧にな才しますが、 有恥十となります。 

ご覧になった事項及び価格などに不服がある

場合には、 3月31日までの間に固定資産評価審

査委員会に審査の申出をすることができます。 

特に、昨年中に家屋を新・増築されたり、 七

地を取得されブと方は必ず縦覧しましょう。 

＞縦覧の期間 平成 4年 3月 2日（月）から平成 

4年3月21日（七）まで（たプどし、 日曜・祭日

及び 3月14日の第2 士曜日は除きます。なお、 

今年は縦覧期間の初日が日曜日（7刀’とめ、 3 月 

2日より縦覧に供します。） 

＞縦覧の時間 平 1:3 】午前 8時30分から午後 4 

日寺45分までの間。 上曜日】午前 8時30分から

午後12時15分までの間。 

＞縦覧の場所 

圧所川原市役所 3I皆 財政部税務課内 

）問い合わせ 税務課（内線201) 

コ 

生活講座  働く婦人の家

おもてなし料理 

お客さまに心のこもったおもてなし料理を 

レ日時 3月12日（木）午後 6時30分～8時30分 

3 月13日（金）午前9時30分～11時30分 

ン募集人員 どちらも20名 

レ対象の方 市内に住所、または勤務先を有する婦人 

レ締切日 光着順で定員になり次第締切ります 

レ受講料 無 料（材料代は各自負担願います） 

ン申し込み及び問い合わせ先 

働く婦人の家（でんわ 35-8898) 

国保被保険者証の更新ノ 

ーお忘れなく― 

国民健康保険者証と、国民健康保険退職被保

険者証は、3月31日で有効期限ぎれとなります。 

更新の際は、現在使用している被保険者証を

ご持参下さし、。 

4月 1 日より、 保険証の番号が全部変ります

ので、 受診中の方は、 新しい保険証を、 病院の

窓口に提示して下さし、。 

⑨地区別更新日程 

対象地区 月 日 曜
  

時 	間 更新場所 

中 	川 	地 	区 

梅 	沢 	地 	区 

松 	島 	地 	区 

七 	和 	地 	区 

3月24日 

" 

" 

" 

火
 
”
 
”
 
"
 
 

午前9時～正午 

午後1時～ 4時 

" 

市役所 2階ロビー 

悔 沢 支 所

市役所2階ロビー 

七 和 支 所 

栄地区‘湊 団 地 
み 	ど 	り 	町 
長 	橋 地 	区 

飯 	詰 地 	区 

田町、栄町，蓮沼 

不魚住 1 	元 町 

3月25日 

" 

" 

" 

" 

水
 
”
 
”
 
"
 
"
 
 

午前9時～正午 

" 

午後1時～ 4時 

市役所 2階ロビー 

長 橋 支 所

飯 詰 支 所

市役所2階ロビー 

" 

毘 沙 門 地 区 

二 	好 	地 	区 

鎌谷町鳥森下り枝、 

八重菊‘ーッ谷新町

柳町、岩木町、川端町

本町、布屋町，弥生町 

3月26日 

II 

" 

I, 

" 

II 

木
 
”
 
”
 
"
 
"
 
"
 

 

午前9時～正午 

午後1時～4時 

午前9時～ 4時 

り 

" 

" 

毘沙 門 支所 

三 好 支 所 

市役所 2階ロビー 

" 

" 

東町、大町‘旭町、雛田

教島町ヒ平井町錦町

中平井町、下平井町

幾世森、寺町，柏原町 

3月27日 

" 

" 

" 

金
 
り
 
り
 
り
 

午前9時～4時 

" 

市役所2階ロビ― 

It 

" 

" 

幾島町末広町新宮町 

蘇鉄芭蕉」曲，松島町 

新宮，長橋橋元、若葉 

3月30日 

" 

" 

月 

" 

" 

午前9時～ 4時 市役所2階ロビー 

り 

期間中に更新できな 

かった人 

（支所地区を除く） 

3月31日 火
  

午前9時～正午 市役所2階ロビー 

※各支所地区で更新できなかった人は 4 月30日まで各支

所で、5 月 1日以降は市役所国保年金課で更新しますり

＞問い合わせ 国保年金課（内線263) 

@平成4年(1992年)3月l円 広報ごしょがわら (第754号)

課税台帳の縦覧を!

市では、、[ë成 4 年度問定資崎球干}~fì中長を次の

11 f.呈により稲モ I~~(こ行七しま寸ー 。

縦覧とは、 1.'iJ定資庵 (1判定資庵税.伺Sdi，H-1嗣

悦)の課税 の主基礎となるf!lli栴 等を、納付，1干をお

よ去りするrHiに.あらか じめ岬イY"!干にf確認してい

ただくため.期間 (201111¥]) を設け課税fir娠を

無料でご覧いただく 制度です。 なお.縦覧期間

以外でもご覧になれますが、作料となります。

ご覧になった'JH頁及び刷協などに不H肢がある

場台には， 3月31上iまでのIlrJにl胡定資曜評価税

育委員会に審 俺のlド"L¥をすることができます 3

特に、昨年'1:1に家肢を新 .t;l'l築されたり、 1: 

地を取得された方は必ず縦 覧しまし主う 。

じ〉 縦覧の期間 平 1&4 {Iモ3月 2L:I (片)から斗L)J父

4 {I三3月211-1(ヒ)まで (ただ し. 111泌・ 祭 11

Aえび3片 1411の第 2 担保i二iは除きます。なお、

今年は縦 覧期 IUJの初 11が liIl{~ IJのため、 3刈

2 11より縦覧に供します。)

じ〉縦覧の時間 平 H 午前 811与30分からノ|二後 4

時45分までの問。 1-:1梶 1i 午前 811寺30分から

午後12時 15分までの問。

じ〉縦覧の場所

fip.IT川原市役所 31借 財政部税 務課内

仁〉問い合わせ 税務課 (内線201)

i生活講座 |働く婦人の家
おもてなし料理

お客さまに心のこもったおもてなし料理を

c>日時 3月12H(木)午後 61時30分~ 8 時30分

3 月 13 日(金)午前 911#30分~II時30分

じ〉募集人員 どちらも 20名

c>対象の方 市外lに住所、または勤務先をfiする財人

c>締切目 先符順で定員になり次第締切ります

c>受講料 無料(材料代は件n，~判断います)
じ〉申し込み及び問い合わせ先

働く婦人の家 (でんわ 35-8898)

|国保被保険者証の更新ノ 1

お忘れなく -

|同民健康保険托llEと、 |司氏健康保険退職被保

険1'f，llEは、 3)]3111で街効期 限ぎれとなりますの

!J:':主Irの|燃は、制作使用している被f呆険者証 を

ご持参ドさいの

4月 1日より、保険証の番号が全部 変り ます

の で、受診中の方は、新し い保険証を、病 院の

窓 口に提示して下さい。

@ 地区別更新日程

対象地区 月 H alil 時 問 史新場所

111 地 |正 311~111 火 γ前 9時~ It/l: 市役所2階ロビー

悔 i}{ 地 11 11 11 悔沢支 1青

松 地 " 
11 午後l時~.j時 市役所2階ロビー

七 地 11 11 " 七 F日支所

う住地l吐，I者同地
3月2511水午前9時~IE'1 市役所2階ロビー

みど り問I
長 1高 地 11 11 11 長崎支所

飯 " 土ロ 地 !メ 11 11 午後l時~ I時飯 li古支所

川町、栄出r.連沼 11 11 11 市役所2階ロヒー

不魚(1:、 JC 田I 11 11 11 11 

一一
昆沙門 地|メ 31126日 本 'F fÌÎi 9 時~ iE'卜 毘沙門支所

H 地 11 11 午後l時~I時 .:_ H 支 rli

鎌谷町、ift4語、ドり伎 11 11 I 'r前 911キ~ .j H寺 市役所2階ロビー

八重菊、一ツ谷i新聞[ 11 11 H 11 

柳田I、fi木田f.川端町 11 H 11 11 

本町、布以町、弥生町 " 11 11 11 

東町、大町j血目r.雛1113月2711-:i'i: I'FHIi 9 時~I時 市役所2階ロビー

敷島田f.l:宇井町錦町 11 H 11 11 

中'jI)十町白 ド平)1:田[ 11 11 11 11 

幾世森、寺田r.柏原町 11 11 11 H 

幾品目r.，k広町、新宵田|3月30日 月午前9 時~.j ll寺 市役所2階ロビー

時欽包焦f卜曲、松島町 11 11 11 11 

新育長橋僑JC . 符~ 11 11 11 11 

期間中に吏新できな

かった人 3月3111火午前9時~[r. 'I : 市役所2階ロビー

(支所地I:{を除く)

※?干支，9it也lベで史新できなかった人は..jjJ 30 11まで各支

l好で.5 11 1 11 以降は市役所|斗(1!: "j二金認で ~新 します

仁〉問い合わせ l 吋保fドイ伝説(内線 263)



みんなの健康教室 
レ日 時 

3 月27日（金）午後 1時 

レ場 所 

市保健センター 

ン講 師 

一戸範彦先生（一長薬局店主） 

レテーマ 漢方薬のはなし 

ン主 催 北五医師会・市保健協議会 

保健環境課 （内線268・272) 

ほけんだより けんだより 市役所 35-2111 

屍期券の方も整理券を取りましょう 

向能代・北能代・島形・沢目・東八森・八森・滝ノ間・大間越・陸奥黒崎

松神・十二湖・陸奥岩崎・陸奥沢辺・櫨作・横磯・広戸・追良瀬・轟木
風合瀬‘大戸瀬・千畳敷・北金ケ沢・陸奥柳田・陸奥赤石・鳴沢・越水
陸奥森田・中田・木造叩圭奥鶴田・鶴泊・林崎・藤崎・撫牛子 

●上記の駅では、 2両目のドアは開閉しません 

平成 4 年（1992年）3 月1日 	 広報ごしょがわら （第754号）⑩ 

      

      

      

五能線ワンマン力― 

人の命を救う 

「愛の献血」にご協力を／ 

期 日 時 	間 場 

3 月 9 日 

（月） 

午前10時から 

正午まで 
五所川原保健所前 

午後 1時から 

午後 4時まで 

みどり町 
コミュニテイセンター 

さかえ前 

3 月26日 

（木） 

午前10時から 

正午まで 
市役所おまっり広場 

午後1時から 

午後 4時まで 

マル トモデパー ト 

駐 	車 	場 

3月14日から実施 コ 

JR社員のいない駅での乗り降り（JR社員のいる駅では、これまでどうり） 

1両編成の場合 両編成の場合 

~ 進行方向 臨“ね tIk  
降車口 	 乗車口 

つ 7石皐巨 FIt (Th +早A、 	 ● 2 両目ドアは開閉いたしません〕 

'I.-.J 'I"洲ノシA'vノ -'1/i iコ 	 ● i両目の後部ドアからお乗りになり、前部ドアからお降りください 

― 任,丁方句 

K 	、二『 ，一 二二n'pn一7了’~一 	 一戸、； 

if編嫌~  

 

  

盗車口 	 乗車口 	 2両目のドアは開きません 

 

  

ワンマン力ー乗車方法 

 

ワンマン車輔の乗車方法となる駅 

          

          

1 

2 

3 

乗車の際は忘れずに整理券をお取りください。 
※ J R社員がいる駅では整理券が出ません。 

お降りの際の運賃は、降り口上部の表示板で確

認ください。 

運賃箱に整理券と運賃、 または乗車券をお入れ

ください。 

平成4年 (1992年)3月1日 広報ごしょがわら (第754号)⑩

(ほけんだより 市役所 35m2111j

保健環境課 (内線268・272)

みんなの健康教室
t>日 時

3月27日(金)午後 1時

t>場 所

市保健センタ-

b講 師

一戸範彦先生(一長薬局応主)

t>テーマ 淡}j薬のはな し

t>主 催 北五医師会 ・市保健協議会

人の命を救う

「愛の献血」にご協力を/

期 rl H寺 i日] 場 1fT 

午liino時から

3月9n 正午まで
五所川原保健所 Ijij

(月)
午後 111寺から みどり IHJ

午後4時まで
コミュニティセンター

さかえIjij

午前1011寺から

3月26日 正午まで
市役所おま つり広場

(木)
'F後 111寺から マ/レトモデパート

午後411寺まで !U 場J

駆車藍議鵬鏑輯醸調 「-3月14日から実施一「
JR社員のいない駅での乗り降り(JR社員のいる駅では、これまでどうり)

1両編成の場合

‘E 進行方向
-後部ドアからお乗りになり、

・前部ドアからお降りください

降車口 乗車口

2両編成の場合

...進行方向

・2両目ドアは開聞いたしません
.1両目の後部ドアからお乗りになり、前部ドアからお降りください

降車口 乗車口

|ワンマン力一乗車方法 |

1乗車の際は忘れず、に整理券をお取りください。
※J R社員がいる駅では整理券が出ません。

2お降りの際の運賃は、降り口上部の表示板で確
言忍くだ さい。

3運賃箱に整理券と運賃、または乗車券をお入れ
ください。

2両目の ドアは開きません

ワンマン車車両の乗車方法となる駅

向能代 ・ 1ヒ能代 ・ 鳥 ff~ ・ d尺目 ・ 東八森 ・ 八森 ・ ，竜ノ間 ・ 大閉経・陸奥黒崎

総神・十二，胡・陵奥岩崎・陸奥沢辺・純作・油機・広戸追良，頼・".... 木

風合，頼・大戸瀬・千畳敷・北金ヶ沢・陸奥柳田・陸奥赤石・白鳥，尺.m水
陸奥森田・中田・木造・陸奥富島田・富島，自・林崎・磯崎.J飽牛子

・上記の駅では、2両目のドアは開閉しません

|定期券の方も整理券を取りましょう |
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